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概要 
国の政策としての在院日数の短縮化，医療機関の機能分化が推進されて以降，高齢者も早期退院を余
儀なくされるようになった。多くの高齢者は，身体機能の低下や生理的予備能力の低下のため，退院
時には生活障害を抱えているが自宅に戻りたいと考えている。それに対して家族は核家族化や小家族
化，女性の社会進出の増加により家庭での介護基盤が低下し，とても家では看られないとなり，退院
先の食い違いが多くなった。退院先の食い違いがない自宅退院と施設入所では，入院から退院までの
間にそれぞれにどのように考え、相互にかかわりあって退院していくのかというプロセスはまったく
異なっていることが明らかとなっている。特に，施設に退院する場合には，高齢者と家族が共に葛藤
を抱きながら退院を迎えている現状がある。そこで、高齢者と家族の特性だけでなく，入院場の特性
と退院先に合わせた退院調整プログラムを構築することによって円滑で適切な退院を迎えることが
出来るようになると考える。 
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特に，施設入所の場合高齢者は，
世話になる負い目から，家族は
高齢者の意思とは異なる決定を
下すことから葛藤を抱きながら
退院を迎えている。 
入院している場
の特性と退院先
に合わせた高齢
者とその家族の
ための退院援助 
入院から退院ま
での患者と家族
の相互作用のプ
ロセス－入院し
ている場の特性
と退院先別に－ 
様々な所で退院調整の
取り組みがなされてお
り（専任の退院調整看
護師もそのひとつ）、そ
の場独自のプログラム
等を作成している。 
高齢者と家族が、適切
で円滑な退院は至って
いない。問題の多いケ
ースは援助されるが，
援助を必要とするケー
スが見逃されることも
ある。 
高齢者が難病を有している場合
では，難病支援センターや患者
会などのネットワークをいつど
のように活用すると効果的であ
るのかを明らかにする。
 
シーズ
退院調整プログラ
ムがどのように 
退院後の生活の再
構築に役立って 
いるかのプログラ
ム評価  
入院先の特性と退院先に合わせた
高齢者とその家族のための退院調整
プログラム
シーズ 
シーズ 
高齢者と家族が葛藤を
引きすらないで退院を
迎えるための援助 
